研究論文/研究ノート/書評/翻訳
論文題目(=MSゴシック14pt)
－副題（サブタイトル）(=MSゴシック12pt)－
論文題目、もしくは副題のあと1行（12pt）あけて氏名等を書く
氏　名(=MSゴシック12pt)　（○○大学大学院○○研究科）(=MSゴシック12pt)
氏　名[footnoteRef:1]*(=MSゴシック12pt)　（○○大学○○学部）(=MSゴシック12pt) [1: * 責任著者：メールアドレス] 

著者が複数の場合は、行を変えて順に記載する。責任著者名の著者名の右肩に*（アスタリスク）を付す。
最終著者のあとに1行（12pt）あける。
要約:
「要約：」より一段下げ、文頭を1文字分下げて書き始める(「要約：」は太字) (スペースを含み200文字以内）【10.5pt, 両端揃え】
要約のあとに1行（10.5pt）下げる。
キーワード:
「キーワード：」より一段下げ、文頭を1文字分下げて書き始め、単語の区切りは「，」を用いる(「キーワード：」は太字)。 【10.5pt, 両端揃え】5個以内のキーワード

1
6

キーワードのあとに1行（10.5pt）下げて本文タイトル
1. タイトル【見出し1 =MSゴシック12pt】
1.1. 節のタイトル【見出し2 =MSゴシック10.5pt】
文頭を1文字（10.5pt）下げて本文開始。本文および図表タイトルは明朝体で，章タイトルはゴシック体で，本文中の英数字はTimes New Romanに統一してください。
　本文，本文…本文1)。

青文字のインストラクションは
提出時には忘れずに消してください





表**　表タイトル
出所：Okayama (2013), p.143



図**　図タイトル









謝辞【=MSゴシック太字, 12point】
例：「本研究は科研費●●からの支援を受けて行われました。」【10.5pt, MS明朝】


[bookmark: _Hlk150352623]注【=MSゴシック太字, 12point】
1） [bookmark: _Hlk150352703]注本文…。【10.5pt, MS明朝】
2） 注本文…。
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